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ルは片岡らが発表したヒト破裂脳動脈濯の標本と病理学的特徴が酷似している















































ージなどの炎症細胞における細胞内 messenger(Ra品川PK) や生理活性物質 (ICAM-












現の上昇と活性型 MMP-2，9， 12の上昇、 endothelinreceptorB発現の上昇を





















microdissection technique法を用い、微量 mRNA検出のために adaptor-






り genome-wideで、行った。我々の収集しえた 20家系、約 150名で解析を進
めたところ、 Sib-pairで報告されている 7番染色体の Elastinとの連鎖はな






















targeting解析、 3. ヒト脳動脈癌標本を用いた組織学的検討と培養した ex
vivo assay系を用いた各国子の相互関連分析、 4. ヒト多発性脳動脈家系に
おける関連遺伝子の検索 を同時進行させている。
